
職務経歴書 
20XX 年 XX 月 XX 日 

氏名 静楽 太郎 

【職歴要約】 

株式会社〇〇に入社後、プログラマーからシステムエンジニア・セールスエンジニアを経験し、

プロジェクトリーダーに昇進しました。その後、入社した株式会社△△では、プロジェクトリー

ダーの経験を経てプロジェクトマネージャーとして約 3 年間従事しております。業務内容は主

に、プロジェクトチームの編成、プロジェクト計画の策定・管理・推進、成果物レビューなどで

す。日々学ぶことを怠らず邁進しております。 

 

【職務経歴】 

会社名：株式会社△△  事業内容：就職・転職に関する事業 

設立：19XX 年 資本金：X 億円（19XX 年 XX 月） 売上高：X 億 X 千万円（20XX 年度）  

従業員数：XX 名  

期間 業務内容 

20XX 年 XX 月～ 

現在 

■プロジェクト概要 

プロジェクトチームの編成、プロジェクト計画の策定・管理・推進、成果

物レビューなど 

 

■担当業務 

・プロジェクト計画の策定・チームの編成、委託先への見積依頼と調整 

・プロジェクトの推進・管理（品質・コスト・進捗・スコープ管理など） 

・社内外のステークホルダーへ内容指示/進行管理/折衝/利害調整/合意形

成 

・成果物への評価及びレビュー/システムアーキテクチャーの評価・判断 

 

■取り組み 

プロジェクトマネジメント業務のほかに設計やテストにも関わり、アプリ

の利便性の向上にも力を入れました。プロジェクト内で発生する問題の予

測は難しいですが、「A の事象には B 案で対応」などのリスクへの対策を

用意し、クライアントへ事前に共有することで納期やコストへの折衝に理

解を得られるよう工夫しました。 

 

■実績・成果 

アプリの利便性の向上に力を入れた結果、「使いやすくなった」とお客さ

まから評価され、アプリの利用者数が約 30％増加しました。また、プロジ

ェクトで起こり得る問題と対策を考えるようになってからは、トラブルに

対して早めに対応できるとともに、クライアントからの信頼を得られるこ

とで継続率も高くなりました。 

 

会社名：株式会社○○ 事業内容：ソフトウェア製品・製造業向け生産管理システムの開発/販売 

設立：20XX 年 資本金：X 千万円（20XX 年 XX 月） 売上高：X 億 X 千万円（20XX 年度） 

従業員数：X 名  

期間 業務内容 



20XX 年 XX 月～ 

20XX 年 XX 月 

■プロジェクト概要 

プログラマーとしてプログラミングの基礎や開発を学んだ後、システムエ

ンジニア・セールスエンジニアとしてクライアント企業にシステムの提

案・開発・導入・保守を行う。 

 

■担当業務 

・OJT を通して自社製品とプログラミングの基礎について学ぶ 

・自社製品の開発と顧客への導入サポート 

・クライアント企業へのシステムの提案・開発・導入・保守 

 

■取り組み 

未経験からプログラミング言語（VB.NET）の基礎や開発について学び、

その後システムエンジニア・セールスエンジニアとして従事しました。 

 

■実績・成果 

3 年目にはクライアント企業の業務に対してシステム導入の企画・提案を

行えるようになり、その後プロジェクトリーダーに昇進しました。 

 

【活かせる経験・知識・技術等】 

●クライアント企業へのシステムの提案・導入・導入サポート・開発・保守 

●プロジェクト管理（品質・コスト・進捗・スコープ管理など） 

●システムアーキテクチャーの評価・判断 

●社内外の利害関係者への内容指示、進行管理、折衝、利害調整、合意形成など 

 

【資格】 

●IT パスポート試験（20XX 年 XX 月合格） 

●基本情報技術者試験（20XX 年 XX 月合格） 

●C 言語プログラミング能力認定試験（20XX 年 XX 月合格） 

●情報セキュリティマネジメント試験（20XX 年 XX 月合格） 

●応用情報技術者試験（20XX 年 XX 月合格） 

●IT ストラテジスト試験（20XX 年 XX 月合格） 

●システムアーキテクト試験（20XX 年 XX 月合格） 

●プロジェクトマネージャー（PM）試験（20XX 年 XX 月合格） 

 

【使用ツール】 

Eclipse 

 

【自己 PR】 

私は未経験から IT 業界に入り、現在ではプロジェクトマネージャーとして業務に携わっており

ます。懸念事項やリスク対策を事前にクライアント含め共有し素早く対応することで、納期やコ

ストへの折衝も円滑に行えています。 

御社でも〇〇事業においてプロジェクトマネージャーとして事前にリスクへの対策を用意し、素

早い対応とステークホルダーへの理解を得られるコミュニケーションを行い、プロジェクトを成

功へと導けると考えています。 

以上 


